




































































































































































































　先ほど BIS規制といいました。スイスのバーゼルに本部がある国際決済銀行（Bank for International 
Settlements）で決めた銀行の基準を基にしたものが国際基準の自己資本比率です。BISは、第一次世界大戦後のド
イツによる賠償問題の処理を目的として１９３０年に設立され、現在は３３カ国の中央銀行が株主となっています。各国
中央銀行による銀行監督の国際協力推進を主な目的としています。
　それともう一つが不良債権比率です。文字通り悪い債権の比率ですが、北越銀行は今４.１３％です。平成１１年度の
３月現在では不良債権比率が９.９６％でした。当時は多くの不良債権があったということです。しかしながら今では
随分銀行のほうでも努力して、不良債権比率は４.１３％まで下がり、当時の半分以下になりました。この面でも、健全
な経営といえると思います。
　健全な銀行かそうでないかを判断する基準として、自己資本比率と不良債権比率がありますので、常に注意して
見ていただければと思います。
６．大手銀行の再編
　最後に大手銀行の再編についてお話します。表４に表されているように、現在の都市銀行の数は６行です。ま
た、信託銀行と長期信用銀行を含めますと、大手銀行は５つのグループに分類されるようになりました。
　蛇足ですが、ホールディングスというのは、日本では持株会社と呼んでいます。いくつかの企業を統括するため
に特別に作られた会社を持株会社といいます。持株会社で管理しているのが三井トラストホールディング、みずほ
ホールディング、りそなホールディングと３つあります。
　今後は、地方銀行や信用金庫などを含めて、日本の金融機関は一層再編を進めて行くと考えられます。 
－９７－
　少ない時間の中で小走りでお話しましたが、この学生さんの中で少しでも金融機関に興味を持っていただいて、
一緒に働いてみたいという意欲ある学生さんが出ていただければと思いまして、話をさせていただきました。本日
はありがとうございました。
付記：桜井英紀先生には、ご多忙の中、本講義録の最終校正にご協力いただきました。ここに記して感謝の意を表
します。
－９８－
表-４　大手銀行の再編
当日の講義風景
